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１． 事業の目的 

 

多様化・複雑化する現代社会において、福島県では多くの NPOが地域課題の解決や暮

らしやすい町づくりなどに向けた様々な事業に取り組んでいる。長引く新型コロナウイ

ルス感染症(以下、新型コロナ)の影響で、生活困窮やうつ、孤立などの問題が深刻化し

ている。一方で、リモートワークが追い風となった地方移住への関心の増加により、地

域活性化のニーズに対応する NPOの活動も活発化している。 

また、新型コロナによる行動制限の影響等によって事業業績が悪化した企業も増える

中、社会変化に対応すべく企業経営に対する意識を変革し、また新規事業の開発や市場

開拓を図る企業も数多くみられる。 

当事業は新たな事業展開を目指す NPOの運営を、社会変化への対応を図る企業等との

連携・協働促進を通じて支援するとともに、深刻化する地域課題の解決に寄与する事業

を生み出すことを目的として実施した。 

 

＜NPOと企業等のマッチング事業の令和４年度の基本的な考え方＞ 

今年度の事業では、まず参加者の募集において従来通り県内の NPOに広く参加を募

るとともに、事前のアンケート調査等で協働に関心があるという回答があった NPOに

対して参加を呼びかけ、連携・協働の促進を図った。 

マッチング会に向けた事前準備段階では、NPOに対して事前講座や団体紹介資料作

成などへの伴走支援の中で、連携や協働を目指す理由や、自団体の強み、連携先に求

めるニーズを明確にし、マッチング会においてどのような連携・協働事業が考えられ

るかお互いがイメージできるように心がけた。また企業に対しても、情報交換会や直

接訪問などを行った際に、マッチング会やその後の交流が活発になるように、参加予

定の NPOのニーズや連携・協働のアイデアを説明した。 

このような準備を経てマッチング会を行うと共に、会の後も必要に応じて連携・協

働の具体的な提案や事業創出をサポートするなどの伴走支援を行った。 

また今年度から、行政と NPOの協働を推進するために、県の各地方振興局の職員も

参加した。 
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２． 事業スケジュール 

 

本事業の内容については大きく分けて 

[１]事前アンケート調査 

[２]NPO事前講座(基礎講座、応用講座) 

[３]企業との情報交換会 

[４]NPOと企業とのマッチング会 

[５]マッチング会後のアフターフォロー 

の５つの小事業があり、その実施スケジュールは以下のとおりである。 

 
[１]事前アンケート調査 

６月２０日(月)～7月２０日(水) 

福島県内のＮＰＯ(８５９団体)へのアンケート調査 

６月２０日(月)～１０月３１日(月) 

福島県内企業(１，１２１社)へのアンケート調査 

[２]ＮＰＯ事前講座(基礎講座、応用講座) 

基礎講座 

９月２１日(水) 福島市市民活動サポートセンター(福島市) 

９月２２日(木) 郡山市労働福祉会館(郡山市) 

９月２９日(木) いわき産業創造館(いわき市) 

９月３０日(金) 鶴城コミュニティーセンター(会津若松市) 

応用講座 

１１月２日(水) １０：００～１２：００ 会津若松会場参加者向け  

１１月２日(水) １４：００～１６：００ 福島会場参加者向け 

１１月４日(金) １０：００～１２：００ 郡山会場参加者向け 

１１月４日(金) １４：００～１６：００ いわき会場参加者向け 

Zoomによるオンライン開催 

[３]企業との情報交換会 

１１月１１日(金) １４：００～１６：００ 

Zoomによるオンライン開催 
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[４]NPOと企業とのマッチング会 

１１月１５日(火)  アピオスペース 大会議室(会津若松市) 

１１月１７日(木)  co-ba koriyama 研修室(郡山市) 

１１月２２日(火)  いわき産業創造館 企画展示室 A(いわき市) 

１１月２５日(金)  福島市市民活動サポートセンター A,B会議室(福島市) 

 

[５]マッチング会後のアフターフォロー 

１１月１６日(水)～ 

事後のアンケート調査を含めたアフターフォローを、ふくしま地域活動団

体サポートセンタースタッフにより実施。 
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３． 事業の内容 

 

(1)事前アンケート調査 

 

 事業を開始するにあたり、県内のＮＰＯと企業へアンケート調査を行った。 

 

令和４年度 ＮＰＯと企業等のマッチング事業 事前アンケート集計 

(対象：ＮＰＯ) 

 

○ 配布 ８５９箇所 

○ アンケート回答数 ９６団体（回収率 １１．２％） 

○ 質問事項と集計 

 

1. 近年のコロナ禍や物価高騰など、私たちを取り巻く課題によって、貴団体は影響を

受けていますか？ 

① 受けている・・・・・・５２件（５４．２％） 

② やや受けている・・・・２７件（２８．１％） 

③ あまり受けていない・・１１件（１１．５％） 

④ 受けていない・・・・・・６件（６．２％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.2 

28.1 

11.5 

6.2

受けている やや受けている あまり受けていない 受けていない
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2. 貴団体は従来からの取組の変革や新事業の創出が必要と考えていますか？ 

① 必要と考えており、既に着手している。もしくは着手する予定がある。 

・・・・・４４件（４５．８％） 

② 必要と考えているが、まだ具体的に着手していない。もしくは着手できない。 

・・・３１件（３２．３％） 

③ 必要とは考えていない。・・２１件（２１．９％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. セクターを超えた協働(企業等との協働)に関心がありますか？ 

① 関心がある・・・・・３８件（３９．６％） 

② やや関心がある・・・３４件（３５．４％） 

③ あまり関心がない・・２１件（２１．９％） 

④ 関心がない・・３件（３．１％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.8 

32.3 

21.9 

必要と考えており、既に着手している

必要と考えているが、まだ具体的に着手していない。もしくは着手できない

必要とは考えていない

39.6 

35.4 

21.9 

3.1 

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない
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3. セクターを超えた協働を行う場合、協働に生かせる強み、協働相手に求めたいこと

はありますか？ 

(1) 協働に生かせる強み 

 企業との連携・協業の実績、アライアンス力など。 

 SNSでの広報。 

 UDの専門性と活動実績。 

 アイデア拡大と技術。 

 イベントに地域産品販売等を組み合わせ、相乗効果を図りたい。 

 お互いの製品を販売できる、製品開発やコラボ製品作り。 

 グループワーク等を用いた人材育成、チームビルディング。 

 こども食堂のノウハウ。 

 さまざまな人がいるので、どんな仕事にも対応ができること。 

 スポーツ活動の講師紹介・派遣、スポーツ用具の貸し出し、マイクロバス

貸し出しなどによる健康維持、向上。 

 セクターを超えた協働に関心はありますが、今まで細々とがんばって築い

てきた(継続)事が切れてしまうのではないかという気持ちがあります。私

たちの NPO 法人の「強み」が何か分かりません。 

 パソコン指導の技術、キャリア支援（各種研修やカウンセリング等）、福

島市へ避難している被災者支援、子どもへの学習支援。 

 メイン事業に公益性を有していること。 

 園芸療法・園芸福祉の知識・技術を農業高校の生徒さんに３日間の講習会

を開催して、高校の教育をサポートしている。 

 何をするにも範囲が広がる。新しい知識(専門)を得られる。 

 企業出向等のネットワークの軽さ。 

 郷土料理や新たな名物料理の開発。イベント等の音響設営。 

 軽作業を行う利用者がいる。製菓や調理場が整っているので、農作物の六

次化、加工なども可能。 

 原発事故後の困難な状況の中で対話の場を運営し続けてきた実績、海外や

アカデミアとの協働関係。 

 原料となるペットボトルキャップの収集ルートが確立している。 

 工賃向上につなげられる。定期的に就労ができる。 

 今まで経験したことが無いような分野を経験できる。CSRとの連携もでき

る。 
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 フードバンク設置・運営ノウハウや仕組みのご提供。 

 子ども、若者を中心に支援を必要としているところにしっかりアプローチ

し、様々な連携をしながら地域変革を起こせる。 

 子育てに関する親子での取り組み。むし歯予防についての親子向けイベン

ト。 

 施設、事業所等の消防計画や防災計画、避難確保計画作成支援など地域防

災活動の支援。 

 視点の広がり。 

 自然を活かした体験活動。 

 漆液、17年前から里山再生活動のカーボンオフセット。 

 社員研修(里山の整備)、社員の健康増進(自然観察によるリフレッシュ効

果)等。 

 社内研修や会議・イベント等での子ども達の一時預かりを行う。緊急だっ

たり、0歳から 18歳までの子ども達に対応している。 

 集客等を目的とするイベントにおいて、お客様が滞留する、体験できるレ

クリエーションを提供することができる。 

 将来の働き手を育てる。 

 障がい者福祉事業の連絡会や難病者団体の連絡会を担っているので、その

ネットワークを活用できる。 

 人的パワー。ニッチな分野(スポーツボランティア)ではあるが、福島県唯

一、全国的にも老舗ブランド。 

 成年後見の利用促進を図る。成年後見の引き受け。 

 全ては、医療、介護、福祉に関わるので、業務にも関わるので生かせると

思います。 

 草細工製品、お菓子(かりんとう)。 

 地域に根差した活動を続けているので地域企業様と連携できればその宣伝

と広報の役割を十分に果たせると思います。 

 地域全体活動が出来る。 

 地元企業の経済団体の福島県中小企業同友会とのネットワーク活用。農福

連携による農業者や福祉作業所等のネットワーク活用。 

 当方拠点(子育てひろば)で行う育児講座・イベントなどでミルクや離乳食

のサンプルを配布させていただければ商品の宣伝になると思う。 

 当法人のイベント（来場者三万人）を通して広く市民への広報が可能。 
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 働く社員さんへの福利厚生支援。アイディア立案。 

 売り上げを伸ばすことができる。 

 白鳥が福島市の観光に寄与していたこと。 

 富山型デイサービス施設(会津地方唯一)。 

 福祉や障がいに関して知識がある(利用者は障がいの特性に合わせて活動

させるのが良いので、強みは一人ひとり違う)。 

 保育と福祉の専門スキル、広場事業、利用者相談支援(病児、障がい児)。

人材育成、セミナー開催、一次預かり。 

 野外活動の知識、環境、自然に興味、関心がある大人たちがいること。 

 様々なイベントを行っており、ノウハウを提供できる。 

 労働力。 

 清掃全般、ワックス塗布作業、お掃除のことならお任せください。 

 

(2) 協働相手に求めたいこと 

 イベントでのアレルギー対応の軽食の提供。 

 イベントの企画、運営、参加(スポーツに限らず)。 

 いろんなアイデアや困っていることを教えて欲しいです。 

 ウィン・ウィンの関係が理想であり、こちらが福祉の立場を前面に出して

協力を願いたいとはしたくないが難しい。地域の一員としてお付き合いす

ることから始めればいいのでは・・・。 

 ともにスポーツボランティア文化を創ろうという意欲。 

 フードバンク活動を行っているので、食料品や日用品の提供をお願いした

い。それらのものを取り扱っていなくても従業員に提供を呼び掛けるなど

して提供してもらえると助かる。 

 プラントの提供。 

 レクリエーションへの認知の向上。講習会等の開催と、当然発生する講師

謝金を含めた必要経費の支出。 

 医療・福祉の業界が、園芸療法・園芸福祉の専門家を採用して施設の運営

に役立ててほしい。 

 運営に関する人手、資金。 

 運営活動費補助や、イベント時の集客。 

 運転、話し相手、遊び、勉強相手、企画運営の手伝い。 

 学校や職場でのリベラルアーツの重要性や学習機会。 
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 企業の持つ、企業らしい多様な経営資源の提供など 

 寄付、協賛金。ボランティア人材派遣。物資提供。 

 具体的には考えていないが事業所製品の売り先等。 

 現地確認。 

 広場事業の支援(極少額の委託)、支援者養成強化の人件費など。現制度

(市の事業)の協働事業(NPOの力を生かした成果が多い)。 

 参加人数確保のための人的協力。資金的支援(寄附金等)。 

 仕事の企画と提供。 

 子育て中の困りごとに対応した事業所がある事を知り、応援利用を求めた

い。 

 資金、人を地域に投入して欲しい。 

 資金面の提供など。 

 持続可能な環境をつくるために興味関心があるのか。 

 自然(里山)での活動なので、安全対策(服装、履物、熱中症、寒さ対策)

等。 

 収入が確保できる事業。 

 就労時間を 5時間以内が望ましい。休憩も大切と思える。 

 商品開発、研究、協力、販売先。 

 障がいのある方への理解。 

 障がい者の就労機会(場)の提供。 

 障害者雇用を 1人、2人でも欲しい。 

 情報、物資。 

 信用力、組織力、広報力等。 

 人材育成支援への協働、被災者支援に係る物品等の支援及びボランティア

活動等。 

 人手と資金。 

 製造工程の協力(委託)。海外進出。 

 請負業務を預ける場合は安定性、相手方が困っていること(企業内では製

作できないがあると助かる製品など)を参考にして当事業所の今後の展開

に役立てたい。 

 専門的な知識とアドバイス。一緒に計画を実行してくれる人材。 

 専門分野からの助言と協力。社会貢献。 

 相談する場の提供。 
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 地域課題を理解、解決しながら一緒に歩みを進めて行きたいです！ 

 当法人に利益性の高い仕事をいただきたい。 

 同ひろばは、災害時に乳幼児及びその母親を受け入れる避難所になってい

る。ミルク、離乳食、紙おむつ・生理用品などを備蓄するために対象商品

をご提供いただければ大変ありがたい。 

 日常的な交流と職員研修の参加。 

 農福連携による農作物の販路拡大、ブランド化の協力。 

 販売の機会が欲しい。 

 販売先や仕入れ先の情報提供。自主製品の品質、デザイン向上等の技術指

導等。 

 販路、農業との連携。 

 福島市街地にある隈畔という場所の良さをアピールしてもらいたい。福島

の歴史に関わることを広めてほしい(奥州街道)など。 

 理念ビジョンの共感。 

 高齢者、子ども支援、その他各事業に参画してもらい、社会貢献の一助に

期待。 

 

 

令和４年度 NPOと企業等のマッチング事業 事前アンケート集計 

(対象：企業) 

 

○ 配布 １，１２１箇所 

○ アンケート回答数 ３０社（回収率 ２．７％） 

○ 質問事項と集計 

 

1. 近年のコロナ禍や物価高騰など、私たちを取り巻く課題によって、貴社は影響を受

けていますか？ 

① 受けている・・・・・・１９件（６３．３％） 

② やや受けている・・・・・５件（１６．７％） 

③ あまり受けていない・・・６件（２０．０％） 

④ 受けていない・・・・・・０件（０．０％） 



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 貴社は従来からの取組の変革や新事業の創出が必要と考えていますか？ 

① 必要と考えており、既に着手している。もしくは着手する予定がある。 

・・・・・・１９件（６３．３％） 

② 必要と考えているが、まだ具体的に着手していない。もしくは着手できない。 

・・・・・６件（２０．０％） 

③ 必要とは考えていない。・・・５件（１６．７％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.3 

16.7 

20.0 

0.0 

受けている やや受けている あまり受けていない 受けていない

63.3 

20.0 

16.7 

必要と考えており、既に着手している

必要と考えているが、まだ具体的に着手していない。もしくは着手できない

必要とは考えていない
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2. セクターを超えた協働(NPOとの協働)に関心がありますか？ 

① 関心がある・・・・・１１件（３６．７％） 

② やや関心がある・・・１０件（３３．３％） 

③ あまり関心がない・・・６件（２０．０％） 

④ 関心がない・・・・・・３件（１０．０％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. セクターを超えた協働を行う場合、協働に生かせる強み、協働相手に求めたいこと

はありますか？ 

(1) 協働に生かせる強み 

 スーパーマーケットなど販売網。 

 オリジナル商品化・商品再生。 

 ネットワークや情報の共有。会社を守る為の保障の提供。 

 音楽によるイベント開催。 

 学生への学びと若者なりの発想。 

 活動や事業の実施における広報での協力。 

 業界内から業界外へ。酒は誰もが対象になる。飲む人は勿論、飲まない人

は土産プレゼントへ。 

 産業廃棄物の適正処理を通じた社会貢献や環境保護活動等の実績。 

 社員教育の一貫として、お手伝いをさせて頂きたい。 

 障がい者施設への作業依頼。 

 脱炭素社会の中、エネルギー設備専門会社として何かできないか？ 

 地域づくり活動の中心的役割を担っている企業風土。 

36.7 

33.3 

20.0 

10.0 

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない
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 地域に密着したメディアと人脈。 

 地域内の子育て主婦や高齢者の就労、地域内の農産物生産者の生産物の利

用などを受け入れる事が可能。 

 地域密着。 

 当社の強みである多種多様に渡る販路を活かせる。 

 放送局ということを活かし宣伝関係の提案。 

 連携した、地域を巻きこんだイベントや事業が出来る。 

 

(2) 協働相手に求めたいこと 

 「協創」すること。立場対等のビジネス。 

 ICTや IOT。 

 継続的に生産出来、ある程度量を提供体制。 

 NPOの強みである補助事業の獲得。 

 マーケットを広める。 

 何かお役に立てることがあれば協力したい。 

 学生への金銭面の負担への理解。 

 寄付を募るのではなく、”協動”を意識した取組をしていただきたい。 

 協働相手の事業内容の情報提供。 

 施設同士のネットワークづくり。 

 情報の提供。 

 新しいアイデアなど。 

 単なる営利法人ではなく、社会的責任を果たそうとする企業を正しく評価

すること。 

 同様の活動をしている他団体への当方実施事業の広報協力(口コミ的な）。 

 廃棄物処理事業への認知度や理解度の向上。 

 補助事業等の窓口になってもらい、地域性のある事業を一緒にやってほし

い。 
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(2)NPO 事前講座 

 

NPO事前講座は、参加者のニーズに合わせて内容を柔軟に変更するために、これま

での「アプローチ講座」を「基礎講座」、プレゼン講座を「応用講座」と名称変更して

実施した。 

基礎講座では、主に初めて当事業に参加する団体を対象に、当事業の目的の理解を

深めるとともに、今後の団体紹介のシナリオを検討するといった内容で行った。 

また応用講座では、マッチング会参加予定企業のプロフィールを紹介して、参加団

体がマッチング会で企業に対し「何を」「どのように」アプローチするかについて検討

するように促した。また加えて、応用講座までに作成した団体紹介資料をもとにプレ

ゼンテーションの練習を行い、他の参加者からの評価を受けて資料の修正ポイントの

発見などに役立てるよう促した。 

なお、団体紹介資料の作成については、ふくしま地域活動団体サポートセンタース

タッフが必要に応じて個別にサポートを行った。 

 

【NPO向け募集チラシ】 
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【基礎講座】 

① ９月２１日(水) 福島市市民活動サポートセンター(福島市) 

② ９月２２日(木) 郡山市労働福祉会館(郡山市) 

③ ９月２９日(木) いわき産業創造館(いわき市) 

④ ９月３０日(金) 鶴城コミュニティーセンター(会津若松市) 

 

講座の内容 

・ 参加者自己紹介 

・ 事業の説明、マッチングの事例紹介 

・ ワークシートの作成(団体紹介のシナリオ作り) 

・ 作成したワークシートを踏まえたプレゼンテーションの実践練習 

 

参加団体 

① 福島市 

NPO法人 保原中央自治振興会 

一般社団法人 オープンデータ・ラボ 

② 郡山市 

NPO法人 コーヒータイム 

NPO法人 子育て支援コミュニティプチママン 

③ いわき市 

NPO法人 なこそ授産所 

NPO法人 日本予防医学総合研究所 

④ 会津若松市 

NPO法人 かけはし 

一般社団法人 塩川なまずの里の会 
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基礎講座資料(ページ抜粋) 
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講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■郡山会場の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会津若松会場の様子 
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【応用講座】 

① １１月２日(水) １０：００～１２：００ 会津若松会場参加者向け  

② １１月２日(水) １４：００～１６：００ 福島会場参加者向け 

③ １１月４日(金) １０：００～１２：００ 郡山会場参加者向け 

④ １１月４日(金) １４：００～１６：００ いわき会場参加者向け 

Zoomによるオンライン開催 

 

講座の内容 

・ 参加者自己紹介 

・ マッチング会の流れの説明 

・ 参加予定企業の紹介 

・ 参加団体による団体紹介リハーサル 

・ 修正ポイント等についての議論 

 

参加団体 

① 会津若松会場参加者向け 

一般社団法人 塩川なまずの里の会 

一般社団法人 fukucier 

② 福島会場参加者向け 

NPO法人 ビーンズふくしま 

一般社団法人 オープンデータ・ラボ 

③ 郡山会場参加者向け 

NPO法人 コーヒータイム 

NPO法人 コースター 

④ いわき会場参加者向け 

NPO法人 なこそ授産所 

NPO法人 日本予防医学総合研究所 
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応用講座資料(ページ抜粋) 
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(3)企業との情報交換会 

 

企業との情報交換会は、マッチング会参加予定の企業の中で希望者を対象に、一昨

年度から実施している。今年度は、マッチング会の流れや参加予定のＮＰＯの事業内

容、過去の当事業における連携事例の紹介を説明した。また把握している範囲で、参

加ＮＰＯがマッチング会に臨むにあたっての目的や期待なども伝え、連携・協働のイ

メージの醸成を促した。 

なお、今年度も昨年度に引き続き、Zoomを活用したオンラインで実施した。 

 

日時：令和４年１１月１１日(金) １４：００～１６：００ 

Zoomによるオンライン開催 

情報交換会の内容 

・ 参加者自己紹介 

・ マッチング事業およびマッチング会の説明 

・ 参加予定 NPO の紹介 

・ 意見、感想 

 

参加企業 

株式会社 布分 

ikkohG's office 

株式会社クレハ環境 

株式会社こんの 

喜多方シティエフエム株式会社 

 

 

【参加者の意見、感想】 

・ ＮＰＯの活動が理解できた。 

・ これまで連携したことがあるＮＰＯも参加するようだが、しばらく接触が無

かったので近況なども聞きながらコラボを考えたい。 

・ 自社が参加する会場以外のＮＰＯとのコラボも考えてみたい。 

・ 今回、色々と勉強になりそうに思える。 
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・ 福祉関連のＮＰＯが多いようだが、地産地消に関わる事業を行うＮＰＯにも

興味がある。 

・ もう少しＮＰＯの参加が多いと良いが。 

・ 当日までに具体的な連携イメージを考えてみたい。 

・ 関心のあるＮＰＯとのみ対話するのかと思っていたが、この方法でも良いと

思う。 

・ 後日で構わないので、連携事例についてもう少し詳しく教えて欲しい。 

・ 以前参加したことがあるが、その時にもＮＰＯと連携が出来たので、今回も

楽しみにしている。 

 

 

 

【企業向け募集チラシ】 
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情報交換会資料(ページ抜粋) 

 

  



25 

 

(4)NPOと企業とのマッチング会 

 

◼ 実施概要 

「NPOと企業とのマッチング会」は、１１月１５日から同２５日にかけて、県内

４会場で実施した。 

形式は昨年度同様、まず NPOが団体紹介を行い、取り組んでいる地域課題や連

携ニーズについて企業に情報提供した。続いて今年度は参加企業からの事業紹

介を加え、マッチング会への参加の目的や提供できるリソースなどについて情

報提供を行った。後半は従来通り、NPOと企業が１対１で対話する時間を設け

た。 

今年度からは、行政と NPOの協働を推進するために、県の各地方振興局の職員

も参加した。 

 

◼ プログラム 

① 開会、マッチング会の趣旨および進め方の説明 

② 参加者自己紹介 

③ NPOによる団体紹介 

④ 企業による事業紹介 

⑤ 個別対話 

⑥ 今後のアフターフォローの説明、閉会 

 

◼ 各会場の実施状況 

【会津若松会場】 

日時：令和４年１１月１５日(火) １３：３０～１６：３０ 

場所：アピオスペース 大会議室(会津若松市) 

参加 NPO 

一般社団法人 fukucier(ふくしぇる) 

一般社団法人 塩川なまずの里の会 

NPO法人 かけはし 

NPO法人 わくわく奥会津.COM 
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参加企業等 

喜多方シティエフエム株式会社 

株式会社 布分 

株式会社 喜多方らーめん本舗 

合同会社 ジーアール福島 

株式会社 日本政策金融公庫(会津若松支店) 

 

福島県 

会津地方振興局 

 

参加者からのコメント 

〈NPO〉 

 素晴らしい機会をありがとうございます。 

 知らなかった団体や企業様とつながりを持てたことがありがたいです。 

 色々な方と交流が出来、大変良い時間でした。 

 とても勉強になりました。 

〈企業等〉 

 今までにない出会いだったので、可能性を感じた。 

 NPOの方と知り合いになれて、とても良かったです。 

 NPOの方と初めてマッチングさせていただきましたが、とても有効な時間

となりました、何かお役に立てることがありましたら、ご連絡いただけ

ればと思います。 

 NPOの皆様だけでなく、様々な企業の皆さんとも貴重なお話をさせていた

だきました。 

 NPOの皆さんの熱意に圧倒されました。とても勉強になりました。 

マッチング会の様子 

 

 

 

 

 

 

 NPO による団体紹介 個別対話の様子 
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【郡山会場】 

日時：令和４年１１月１７日(木)  １３：３０～１６：３０ 

場所：１１月１７日(木)  co-ba koriyama 研修室(郡山市) 

参加 NPO 

NPO法人 ビーンズふくしま(郡山事業所) 

NPO法人コーヒータイム 

NPO法人コースター 

一般社団法人 fukucier(ふくしぇる) 

 

参加企業等 

ikkohG's office 

トラスホーム株式会社 

郡山飲食業組合 

ファーストメンテナンス 

株式会社 日本政策金融公庫(郡山支店) 

 

福島県 

県中地方振興局 

 

参加者からのコメント 

〈NPO〉 

 ご親切な方ばかりで参加して良かったです。 

 様々な業種の方とお話が出来て有意義でした。 

 時間的には仕方がないとは思いますが、NPO同士の交流もあるとよろしい

かと思います。 

 とても有意義な時間でした。私たちの活動に心を寄せてくださる企業様

に出会えました。アドバイス下さった企業さんもありがとうございまし

た。 

 こういう機会がもっと増えればよいと思います。 

 NPOの方、企業の方、本当にそれぞれのカタチからご一緒できる大きな可

能性に心がとてもドキドキしました。改めまして本日はありがとうござ

いました。そして今後とも「これから」に向かいどうぞよろしくお願い

致します。 
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 他の NPO法人も色々な事業があるなぁと改めて知った。業種は違っても

通じるものがあると思った。 

〈企業等〉 

 今日の出会いが始まりですので、これから情報交換など細く永くつなが

っていければと思います。 

 普段接することが無い NPOの方と話をすることが出来、様々な課題があ

ることを認識させられた。行政、NPO、企業といろいろな形での連携が必

要と感じた。 

 本組合でスタートする子ども食堂について NPOと連携できるヒントをい

ただきました。企画していただいた関係者に感謝を申し上げます。 

 NPO法人と企業とのマッチングする機会が少ない中、このような企画はと

ても良いと思います。 

マッチング会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【いわき会場】 

日時：令和４年１１月２２日(火) １３：３０～１６：３０ 

場所：いわき産業創造館 企画展示室 A(いわき市) 

参加 NPO 

一般社団法人 Teco 

認定 NPO法人 なこそ授産所 

NPO法人 日本予防医学総合研究所 

プラクーチェ 

 

参加企業等 

株式会社 クレハ環境 

いわき信用組合 

NPO による団体紹介 企業による事業紹介 
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合同会社 ジーアール福島 

株式会社 日本政策金融公庫(いわき支店) 

 

福島県 

いわき地方振興局 

 

参加者からのコメント 

〈NPO〉 

 当法人の活動を多くの方に知ってもらうことが出来て良かった。メディ

ア等で発信していたつもりだったが、もっと様々な形で PR広報していけ

たらと思う。 

 人と人とのつながりが一番。顔を合わせて対面で話せたのが良かった。 

 自分たちの団体がどんなことが出来るかが準備不足だった。とても勉強

になりました。 

 本日はありがとうございました。プレゼンテーションは不慣れでありま

したが、その後の個別対話では話も進み充実した時間でした。場数をこ

なしていきたいと思います。 

 たくさんの方とお話が出来て、周知の仕方やどんなことが出来るのかと

いったヒントをたくさんいただけました。 

〈企業等〉 

 お金を出すだけが金融機関ではない。情報提供、共有のハブになりたい

と感じた。 

 地域の課題に取り組み皆様の意見をお聞きできる機会となりました。 

 どの団体様も課題やお悩みが明確に整理されており、共有が進みまし

た。 

 企業側としてどんなご協力が出来るのかを具体的にイメージしやすかっ

た。 

 NPO様のご紹介がとても分かり易く、何を伝えたいのかなど心に響きまし

た。目がキラキラしていて素敵でした。 

 NPOの皆さんから「いろいろ活動したいが資金が厳しい」「活動内容を PR

したい」「障がい者就労の内職が減っており大変苦労している」など様々

な意見、声をうかがうことができ、大変有意義でした。 
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 これまでかかわりのなかった団体と話すことのできる貴重な時間となり

ました。支援できる制度の PRとなり、支援につなげられたらと思いま

す。 

 

マッチング会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福島会場】 

日時：令和４年１１月２５日(金) １３：３０～１６：３０ 

場所：福島市市民活動サポートセンター A,B会議室(福島市) 

参加 NPO 

NPO法人 ビーンズふくしま(福島事業所) 

NPO法人 桑折町共に生きる社会を創る会 

NPO法人 市民活動ネットワーク相馬 

一般社団法人 fukucier(ふくしぇる) 

一般社団法人 オープンデータラボ 

NPO法人 エフ・スポーツ 

 

参加企業等 

伊達貨物運送 株式会社 

株式会社 高正 

株式会社 こんの 

株式会社 ハッピーケア 

株式会社 セキセイ 

株式会社 ニューメディア 

株式会社 日本政策金融公庫(福島支店) 

NPO による団体紹介 個別対話の様子 
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福島県 

相双地方振興局 

 

参加者からのコメント 

〈NPO〉 

 新たな可能性を感じる素敵な出会いをありがとうございます。 

 大変勉強になりました。ありがとうございます。 

 数社より「合理的配慮」の勉強会に参加したいとの要望があり、来春あ

たりに計画していきたいと思う。 

 多くの企業の方と障がい者支援について話をすることができ、大変良か

った、中には当会が経営する食堂に「食べに行きます」と言っていただ

ける方もおり、今後交流が深まりそうである。 

 貴重なつながりと出会いをたくさんいただきました。 

 貴重なつながりと出会いをたくさんいただきました。ありがとうござい

ました。 

 普段お会い出来ない企業の方と話が出来、今後の活動につながりそうな

こともあった。次回また参加できる機会があれば参加した。 

 企業で働くスタッフのモチベーション維持のために苦心されている様子

が良く分かった。 

 経営課題の解決と社会課題の解決、CSVや SDGs的取組としてコーディネ

ートできると良い案件がかなりあった。 

 

〈企業等〉 

 企業としての取組を今後考えるきっかけになり、大変参考になった。 

 連絡したい NPO様もおりましたので、今後お話をつめていきたい。 

 改めて「共動」ということを考えました。 

 色々な話が聞けて参考になりました。NPOと一緒に出来そうな活動があり

そうだと思いました。 

 今回初めて会話をさせていただいた NPOの方々との出会いに、何か新し

い活動が出来ればと思いました。 
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 今回初めて参加させていただきました。団体と企業のマッチングについ

ては地道な作業かと思いますが、今後新しい出会いがあるかと期待して

います。 

 広がりのある話をすべての NPO様とさせていただきました。貴重な時間

をありがとうございました。 

 地域課題を企業と NPOさんと力を合わせてマネタイズしていく仕組みを

作っていければ良いなと思いました。 

 

マッチング会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

NPO による団体紹介 個別対話の様子 
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参加 NPO のプレゼン資料 
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[一般社団法人 fukucier(発表用)] 
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[一般社団法人 fukucier(配布用)] 
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[NPO法人 かけはし] 
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[認定 NPO法人 わくわく奥会津.COM] 

 

 



39 
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[一般社団法人 塩川なまずの里の会]  
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[NPO法人 コースター] 
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[NPO法人 コーヒータイム] 
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[NPO法人 ビーンズふくしま(郡山事業所)] 
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[一般社団法人 Teco] 
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[認定 NPO法人 なこそ授産所] 
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[プラクーチェ] 
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[NPO法人 日本予防医学総合研究所] 
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[一般社団法人 オープンデータラボ] 
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[NPO法人 エフ・スポーツ] 
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[NPO法人 ビーンズふくしま(福島事業所)] 
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[NPO法人 桑折町共に生きる社会を創る会] 
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[NPO法人市民活動ネットワーク南相馬

] 
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(5)マッチング会後のアフターフォロー 

 

マッチング会の終了後、参加 NPOや企業にアンケートを行った。 

◼ 実施期間：令和４年１１月１６日(水)～ 

◼ 実施方法：専用アンケートフォームによる調査 

◼ アンケートの内容 

【質問１】マッチング会は、貴団体/貴社にとって有意義でしたか？ 

〈NPO〉 

[有意義だった／やや有意義だった] 

 活動内容を知って頂き企業さんが心を寄せてくださった。 

 地域企業の社会課題の捉え方について知ることができた。 

 去年の交流の続きもでき、具体的なお仕事のご提案も頂くことができ

た。 

 障がい者雇用に大切な合理的配慮を話すことができた。 

 参加企業様との交流を持てたことと、当会を知っていただくことがで

きた。 

 今後事業を進める上で、とても勉強になった。 

 企業との交流だけではなく、他団体との交流する機会となった。 

 コロナ禍で、できなくなっていた交流会が出来て、対面で話すのは、

やはり良いなと感じた。また色んな業種の方たちの話も楽しかった。 

 お付き合いのある企業様とは改めて近況の意見交換ができた。また新

規企業様ともたくさんお話ができたのでとても意義のあるマッチング

会になった。 

 自団体を振り返り、言語化して伝えるということを初めて行ったの

で、自分たちの棚卸しができてとてもよかった。 

 企業の方々や、他の団体の方とお話ができて活動のヒントがいただけ

たのもありがたかった。 

[あまり有意義ではなかった] 

 自己紹介程度で終わってしまった。 
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〈企業等〉 

[有意義だった／やや有意義だった] 

 どこにどのような NPO様が存在し、どのような課題に取り組んでいるの

か？お悩みごとは何か？等々を直接お伺いすることができ、非常に有意

義だった。 

 複数団体と連携できそうな話ができた。 

 改めて協働の大切さを感じた。 

 日頃の業務では具体的な課題や人の顔が見えていない福祉分野の話が多

く聞けた。 

 普段の業務の中では中々お目にかかれない団体や企業とお話させていた

だく機会となった。 

 これまで接点が無かった NPOと会話することが出来た。 

 一緒に社会課題の解決に取り組んでみたい NPOさんと繋がりが持てた。 

 地域のために活動している団体の活動内容を知ることができるよい機会

となった。 

 県で行っている地域活性化のための補助事業（サポート事業補助金）を

知っていただく機会とすることができた。 

 参加 NPOの現状を知ることが出来た。 

 当地の NPO 様と情報交換及び共有を図ることが出来た。 

[あまり有意義ではなかった] 

 私の都合で遅参・早退となったため。 

 

【質問２】今後の交流や連携・協働につながりそうな情報を得ることはできまし

たでしょうか？ 

〈NPO〉 

[今後の交流や連携・協働につながりそうな情報を得ることができた] 

 具体的に、アパートのエントランスの清掃及び除草作業などの提案があ

った。 

 合理的配慮に関する勉強会に参加してもよい事業所がいた。 

 当法人の一押しの商品に興味を示してくれた方が複数いた。 

 幾つかの企業と具体的な連携の検討が出来た。 

 私たちのチラシ等を店舗に置いていただけることになった。 
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[今後の交流や連携・協働につながりそうなものは得られなかったが、貴重な情

報を得ることができた] 

 参加企業様の中で数社様に、機会があればご連絡してみたい。 

 当方の事業においては、今後の連携や協働に直接的にはつながる展望は

見られなかったものの、今後の交流や情報交換などにおいて、今回得ら

れたつながりや情報は大きな価値がうまれたと感じた。 

[今後の交流や連携・協働につながりそうな情報は得られなかった] 

 具体的な事業展開にまで行かなかった。 

 

〈企業等〉 

[今後の交流や連携・協働につながりそうな情報を得ることができた] 

 自社の福利厚生活動での連携可能性があると思われる NPOがあった。 

 自社業務と連携の可能性及び、店舗での広報活動など具体的に想定でき

た。 

 近隣の NPO と交流を持てそうです 

 地域づくりの課題である「人づくり」や「健康長寿社会」に係る事業を

サポートできる可能性。 

 イベント情報のご提供、ECサイトへの商品掲載など。 

 高齢者向けサービスなどの展開。 

 福島県のサポート事業について、各団体に説明できた。 

 参加団体の方からは具体的な事業内容は未定だが、活用したいとのお話

があった。 

[今後の交流や連携・協働につながりそうなものは得られなかったが、貴重な情

報を得ることができた] 

 活動に対する広報の現状を知り、また広報のやり方などのアイデアをお

話し出来た。 

 参加した NPO様及び、同組織の利用者様に対し、当組合として提供でき

るサービスは何か、情報共有することができた。 

[今後の交流や連携・協働につながりそうな情報は得られなかった。] 

 具体的に何を欲しているのか、NPO側と参加企業側の希望を明記してある

とさらに突っ込んだ話ができるのではないか？「現在の活動紹介」が長

くて、「何を求めている」を個別商談のみとするのはもったいないと感じ

た。 
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【質問３】その他、ご意見・ご希望等あればご記入ください。 

〈NPO〉 

 話し合う時間を均一にとるのではなく、興味がある法人ともう少し多く

お話しできればよかった。 

 毎年、毎年どんどん有意義な機会になっていると感じる。また、連携し

やすいよう企業さんのプレゼン（もしくは事業概要のようなパンフレッ

ト）もあれば更にどういったリソースがあるのかわかりやすく協働もし

やすいのでないか？ 

 どの事業所も自分のことで忙しいと思うので、ちょっとした連携でよい

からできるところから始めればいい。 

 企業だけではなく、県のご担当の方も入って頂いていたことは非常に良

かった。委託や補助金の関係性だけではなく、できることから始める形

の行政と NPOのマッチング事例ができることはとても大切だなと感じ

た。 

 事前に企業の情報があれば予定が立てやすかったのではないか？マッチ

ング会の準備段階で幾つかの仕掛けが必要。 

 

〈企業等〉 

 地元の企業として、近隣で活動していらっしゃる NPO様を通じて、地域

貢献ができる可能性を拡げて頂ける貴重な場と認識している。引き続き

お声掛け頂きたい。 

 NPOの参加者が少なかったにも関わらず、時間が足りないほどの課題や団

体の活動内容の説明が濃いもので、大変勉強になった。団体の特色・分

野に合わせて、関連部門も参加できれば、より団体にとっても有意義に

なるのではないか。 

 今後も情報収集のアンテナをしっかり伸ばしていきたい。 

 個別面談の時間が 10分だと短く感じた。 

 全体の運行の問題があるので難しいかもしれませんが、１５分ほど時間

があれば連携・共同につなげるための情報交換がもう少しできると思

う。 

 NPO法人等が説明を行う際に、今後どのような活動を行っていきたいのか

という説明があれば、個別面談の際に具体的な話に繋がるのではないか

と感じた。 
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 いろんなジャンルの NPOの参加がもう少し増えると良いと思う。 

 参加企業側も簡単な資料を用意するなど、口頭のみではない紹介ができ

ればいいと思った。参加企業もメリットが生まれるからこそ、応援した

い、協力したい、協働したい、につながると思う。 

 企業と NPO が相手方のリソースを相互活用するといったような意思を持

って参加するといいのかな、と感じた。  
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４． マッチング事業の成果 

 

(1) 令和３年１１月に実施した「NPOと企業とのマッチング会」後の参加 NPOと参加

企業との協働に関し、令和４年度に実施された事業および令和５年３月現在検討

が継続されている事業の進行状況。（団体名・企業名等 敬称略）  

 

【NPOが運営するフードバンクの施設の無料貸与や運営支援】 

■ＮＰＯ／特定非営利活動法人 チームふくしま（福島市） 

■企 業／株式会社いちい（福島市） 

① 協働事業の内容 

チームふくしまが運営する無人のフードバンク「コミュニティフリッジひまわり」の

食品保管および受け渡しの施設について、いちいが社員寮として借り上げている施設

の一室や駐車場を無料で提供。また、段ボールや発泡スチロール等の梱包材の処分に

ついても、いちいの近隣店舗スタッフが協力している。 

② 双方のメリット 

◼ ＮＰＯ／運営コストの低減。 

◼ 企 業／地域住民へのサービスの向上。 

③ 成果または進行状況 

令和３年度のマッチング会で検討を開始し、昨年８月より実施された。いちいの近隣

店舗の駐車場も無料で活用できることから、移転前より利用者の利便性も向上した。 
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【NPOが主催する子ども食堂への食料品の提供】 

■ＮＰＯ／特定非営利活動法人 ビーンズふくしまなど、「福島市子ども食堂 net」参加 

団体等（福島市） 

■企 業／株式会社 宝来屋本店（郡山市） 

① 協働事業の内容 

宝来屋本店が食品トレーサビリティ用に保管し、これまで定期的に廃棄していた自社

商品を、ビーンズふくしまが福島市より受託して運営している「福島市子ども食堂

net」参加団体など子ども食堂を運営する NPO等に無料提供。 

② 双方のメリット 

◼ ＮＰＯ／子ども食堂の運営に欠かせない食料品の確保。 

◼ 企 業／食品ロスの削減。 

③ 成果または進行状況 

令和３年度のマッチング会後、宝来屋本店よりビーンズふくしまに連携の提案があり

今年度よりほぼ毎月１回のペースで継続的に実施されている。また、ビーンズふくし

まからは「福島市子ども食堂 net」参加団体への配布以外にも、宝来屋本店の地元の

郡山市の NPOを紹介するなど配布先が拡がっている。 
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【現在、検討が継続されている事業】 

■NPO法人 桑折町共に生きる社会を創る会(施設名：輪楽創) 

◎株式会社いちい 

いちいの店舗内に、輪楽創を利用する障がい者による製品を展示販売するコーナ

ーを常設する企画の具体化に向けて検討中。 

 

 

(2) 令和４年１１月に実施した「NPOと企業とのマッチング会」後の参加 NPOと参加

企業との協働に関し、令和５年３月現在検討が継続されている事業の進行状況。

（団体名・企業名等 敬称略） 

 

■NPO法人 ビーンズふくしま(福島事業所) 

◎株式会社こんの 

こんのが運営する資源ごみ処理工場への、よしいだキッチン(ビーンズふくしまが

毎月１回開催している子ども食堂)に参加する親子向けの見学会を検討中。 

 

◎株式会社こんの 

株式会社こんのが経営する飲食店での子ども向け職場体験イベント(１日店長など)

を共同で企画中。 

 

■NPO法人 ビーンズふくしま(郡山事業所) 

◎郡山飲食業組合 

郡山飲食業組合に加盟している飲食店による、ビーンズふくしまへの食材の寄付。

現時点でも、不定期ではあるがこれまでに数回実施された 

 

■NPO法人 桑折町共に生きる社会を創る会(施設名：輪楽創) 

◎伊達貨物運送株式会社、株式会社いちい、合同会社ジーアール福島 

輪楽創の障がい者支援の取り組みに対する運営や広報面でのサポートを検討中。令

和５年３月に障がい者支援についての勉強会を行い、改めて事業の重要性を確認し

た。 
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■一般社団法人 fukucier 

◎合同会社ジーアール福島 

お互いの顧客に対し、チラシの配布や相手方の業務内容を説明するといった、プロ

モーションの相互請負を行う計画あり。軌道に乗れば、この取り組みを通じて得ら

れた収入に対する一定の割合を手数料で支払うなど業務提携に発展する可能性あ

り。 

 

■NPO法人 こども緊急サポート郡山 

◎福島県県中地方振興局 

こども緊急サポート郡山の事業の周知やサポートスタッフの確保に関し有効な手段

について、福島県県中地方振興局に相談中。 

 

■プラクーチェ 

◎いわき信用組合 

プラクーチェが実施しているワークショップやイベントへの、いわき信用組合と取

引のある企業等への参加促進。なお、その第一歩としてプラクーチェのチラシ類を

いわき信用組合の店舗に配架することになった。 

 

◎株式会社クレハ環境 

プラクーチェが実施しているワークショップのクレハ環境やグループ会社従業員へ

の参加促進の提案を検討。 

 

■認定 NPO法人 なこそ授産所 

◎合同会社ジーアール福島 

なこそ授産所を利用する障がい者の、施設外就労(清掃、草むしりなど)について、

ジーアール福島がいわき市で事業を行う同業者(ハウスクリーニング業)との仲介を

行うといった協力を検討中。 
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■NPO法人コーヒータイム 

◎郡山飲食業組合 

郡山飲食業組合に加盟している飲食店に対する、コーヒータイム利用者が制作する

紙巻ボールペンのノベルティなどでの活用提案を検討中。 

 

 

 

 

※以上、令和４年１２月～令和４年３月に実施した取材より抜粋 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 ふるさと・きずな維持・再生支援事業事務業務 

 

NPO、企業等との連携・協力事業 
(NPO と企業等のマッチング事業) 

報告書 
令和 5 年 3 月 発行 

 

ふくしま地域活動団体サポートセンター 
〒960-8043 福島県福島市中町 8 番 2 号 福島県自治会館 7 階 

TEL 024-521-7333 FAX 024-523-2741 

URL https://fnpo-matching.f-saposen.jp/ 

 

事業委託：福島県企画調整部文化スポーツ局文化振興課 

事業受託：認定特定非営利活動法人ふくしま NPO ネットワークセンター 

https://fnpo-matching.f-saposen.jp/

